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中学 1年における T 字管を用いた気体の 系統的定性分析
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1　 は じめに

　理 科学習の 最大 の特徴は観察，実験 と言 え る

が，科学的思考力 を育成す るために は ， 探究的

な活動 の 中に観察，実験を位置付ける こ とが重

要 で あ る。今回 取 り上 げる 中学 1 年の 「気体の

発生 と性質」 で は
， 実験 を通 して気体の 種類 の

特性 を知 る とともに ， そ の 発 生方法や捕集法な

ど の 技能 を身に 付け る学習が 中心 とな っ て お

り，それ を活用す る よ うな学習内容はほ とん ど

ない 。そ こ で本研 究では ，科学的思考力を高め

るた めに，気体 の 性質 を学習した後，そ の 知識

を活用 して 思考，判断 させ る よ うな探究活動 と

し て ，未知 の 気体 を系統的に特定す る授業を計

画 し た 。 系統 的 定性分析 の た め の オ リジナル の

実験装置を開発 し，授業実践を行 っ た。

2　気体の系統的定性分析

　本研 究では ， 水 素 ， 窒素 ， 酸素，ア ン モ ニ ア ，
二 酸化炭素，塩化水素な どを  空気 よ り密度 が

大きい か小 さい か ，  水 へ の 溶解度，  気体 が

溶 けた水溶液 の 液性 ，  燃焼性 ・助燃性の 順序

で調べ
， 特定する実験を考案し た

1〕・2）。

（1 ） T 字管を用 い た実験

　図 1 の よ うに T 宇管 （内径 5．　7mm，外径

7．0  ） の 上 下 に同 じ内径 の ガ ラ ス 管 を継 ぎ足

し ， ポ リエ チ レ ン 袋 （低密度，0，02  厚） を

取 り付 ける 。 これ ら の 袋は ， 中に空気が残 らな

い よ うにで き るだ け平た く伸ば して お く。中央

の 管に未知 の 気体が入 っ た 袋を取 り付 けて ， で

き るだけゆ っ くり圧縮 して い き，上下 の 袋 の ど

ち らが よ り大 きく膨 らむ か 観察す る （図 1a ）。

　こ の 方法に よ り，気体の 密度 の違 い に よる分

別 が 可 能 とな る 。 例 えば，密度が 空気 より小 さ

い 水素やア ン モ ニ ア は上 の 袋が大 き く膨 らみ

（図 1b ）， 密度が大 きい 二 酸化炭素で は下の 方

が膨 らむ 。 空気の密度 とあま り違い が なけれ ば

上も下 も同 じくらい 膨 らむ （図 1c ）。

　こ の よ うな結果に なる の は，は じめ T 字管部

分が空 気で満 た されて い たためで ある。ゆ っ く

りと押 し出 され た気体が T 字管 の 分岐点 に 達

した とき，空気 と の密度差で 上
， 下 ， 両方 に行

くか 決 ま る 。 目に見えない 気体の 密度差 を可視

化す る上 で も効果的な装置で ある と考 えた。
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（2 ）注射器と三方 コ ッ ク を用い た 実験

　三 方 コ ッ ク付 き の 50mL ガ ラ ス 製 注射器で 気

体 を 40mL 採取 後，プ ラ ス チ ッ ク製 注射器 で

10mL の 水 を三方 コ
ッ クを通 し て気体の 入 っ た

ガ ラ ス 製 注射器 に注入する。ガラ ス 製注射器 を

横に して 置き，こ の 気体の水 へ の 溶解度 を測定

す る 。 教科書等で は，溶解度 は 「よ く溶 ける」

や 「少 し溶け る 」 な ど と表現 され るが，こ の 実

験に よ り定量 的な分析，解釈 も可能 となる。

　溶解度 の 測定の 後，そ の 水溶液 をリ トマ ス 紙

を使 っ て 調 べ ，液性 を確か め る 。 最後 に ， 気体

を試験管に と り，マ ッ チ ある い は線香の 火で燃

焼性 ・助燃性 を調 べ る。

3　 おわ りに

　授業実践後 ，
「知 識 を生 か しなが ら実験で き

た」 「気体 の 性質の 理解が深 ま っ た 」等，生徒

が科学的に思考 し，実感 を伴 っ た理解が で きた

と評価で きる感想 が多く見 られた。こ の よ うな

教材 開発 及 び 実践 の 繰 り返 しが科学 的思考力

を育成す る 上 で 重要で ある と改めて感 じた 。
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